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■　情報社会論　課題　■

－ 総合教育科目1-2年次生対象・担当教員：大倉/生活福祉学科 －
01　評価方法について
· 講義概要にもあるとおり、「情報社会論」の成績評価は、リポートの内容をメインとし、出席点などを加味した総合評価となります。
02　課題
＊　タイトル：広告表現の中の性差について
1)　メディアリテラシーの見地から、広告を解読するためには、どのような方法論や着眼点が　　 必要なのかを述べなさい。
2)　次に、男性優位社会の反映と思われる広告を3つ以上例にとり、その表現のどのような部分が性差別的なのかを、イラストや写真（の切り抜き）などを用いながら説明しなさい。
　注1：授業時にみたTVCFや配付資料で使用した広告は、例にとることはできません。
　　　　あなたが、ふだん目にしている広告を例にとってください。
　注２：イラストは、あくまで説明のためのものです。イラストの上手い下手は、採点に
　　　　は関係しません。（ただし、イラストのないものは減点の対象となります。）
3)　そして、選んだ広告のそれぞれが、どのような点で異なるのかを比較してまとめなさい。
03　課題の目的とポイント
　この課題の目的は、3つあります。
1)　ふだん、何気なく見ている広告表現の中に存在する性差別的表現に、あらためて気づくこと。
2)　そうした表現が、わたし達の社会がもっている文化的な規範・基準や常識と関わり合っていることに、あらためて気づくこと。

3)　表現というものが、技術的な側面と不可分であることにあらためて気づくこと。
04　書式・枚数
· A4判用紙・横書き・ワープロ印字・40文字×30行。
書式設定で、上下左右に2～3センチの余白をとること。

· 自筆も認めますが、その場合は、A4判の横書き400字詰め原稿用紙を使用すること。
また、鉛筆書きは認めません。黒か青のペン・ボールペン・サインペンを使用すること。

· 枚数は2000字（400字詰め原稿用紙5枚換算）以上です。

· イラストや写真は、本文中に貼っても本文の後に一括して貼っても、どちらでもかまいません。（本文中に写真を貼っても、指定字数は減りません。）
· 表紙をつけ、「授業名・担当教員名・タイトル（サブタイトルがあればつける）・提出日・学籍番号・氏名」を明記し、左上1個所をステープラーで止めること。

· 本文用紙の最下段に、ページ数を打つこと。（表紙にはつけない）

· 本文の次に、参考文献一覧をつけること。あらたにページをおこしてもよいし、本文最終行の後ろを2～3行あけてから、文献表を始めてもかまいません。

05　提出日時と方法
· 8月2日（水）・4限目
提出場所については、後日、発表します。
06　注意事項 【重要】

· 上記のように、この授業の成績評価はリポートをメインとしますが、通常の「試験扱いのリポート」という形式はとりません。

· よって、教務課から発表される「試験・リポート提出の時間割」には、この授業（＝情報社会論）の科目名も提出日時・場所も記載されません。

· だからといって、リポートを提出しないでよいということではありません。
掲示や授業中の指示にしたがって、指定された日時に必ず提出してください。

· こうした方法をとるのは、いくつか理由がありますが、基本的には皆さんの利益を考えてのことだと理解してください。


07　文献など
· 参考文献を3点以上使用すること。

· この課題に関して、インターネット上の情報を参考・引用文献とすることは認めません。書籍・雑誌などの印刷メディアを利用すること。（インターネット上の情報は、消えてしまったりURLが変更されたりして、後からの確認が難しいためです。）
もちろん、「どういう文献があるか」という部分での情報収集において、インターネットを利用することはかまいません。
08　その他
· 上記の諸点について、わからないことがある場合は、担当教員に質問すること。

· わからないもの同士で、「きっと、こういうことだよね」などと、勝手に判断しないこと。 ← イタイ目にあいます。

· 書式は「基本条件」なので、それが守られていないリポートは評価の対象外となります。つまり、提出されなかったものと同じこととみなされるわけです。充分注意するように。
以上
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